
２００７年２月７日  
 
受験生の皆様へ  

 

甲南大学 

 
         

２００７年度甲南大学入学試験における実施上のミス  
および出題ミスについてのお詫びとお知らせ  

 
２月 1 日（木）に実施しました入学試験において監督者業務遂行上のミスおよび  
２月２日（金）に実施しました入学試験において「日本史」の出題ミスがありまし

た。  
 受験生の皆様には大変ご迷惑をおかけしましたことを、深くお詫び申し上げます。 
 今後このようなことのないよう再発防止に努めてまいります。  
   

以上  
 
 （問い合わせ先）甲南大学入試事務室  
           電 話 ０７８－４３５－２３１９（直通）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２００７年２月７日 

 

２００７年度甲南大学入学試験における 

実施上のミス（２／１）および出題ミス（２／２）について 

 

甲南大学 

 

〔１〕２月１日実施のＥ日程入試（全学部一斉）における実施上のミスについて 

 

 ２月１日に実施いたしました２００７年度Ｅ日程入学試験の『地理歴史・数学』に

おいて、下記のような監督員業務遂行上のミスがありました。  

 なお、同日、『地理歴史・数学』受験者は 3,666 名、「日本史」選択者は 2,031 名で
す。  
 受験生の皆様に大変ご迷惑をおかけしましたことを、深くお詫び申し上げます。  
 

記  
 
３時間目『地理歴史・数学』の「日本史」の問題１に関する問題訂正（設問５の  
書き替え）を、一試験室の主任監督が、試験開始直後に板書すべきところを（定め  
られた手順に反して）試験開始前に板書してしまった。主任監督者は、他の監督者  
からの指摘を受けて直ちに消去したが、このことにより試験開始以前に試験問題の  
内容に関する情報が当該試験室の受験者に伝わったと考えられる。  
したがって、試験実施上の公正を保つため、当該問題（配点 2 点／100 点満点）に
ついて、「日本史」受験者全員を正解とする。  
 

以上  
 

【問題訂正】  
P.5 下から２行目  
（誤）１５世紀・・・誰か。  
       ↓  
（正）土佐で南学の祖となったのは誰か。  

 
 
 
 



〔２〕２月２日実施の法学部・経営学部Ａ日程入試「日本史」における出題ミス  
について  

 
２月２日に実施いたしました２００７年度法学部・経営学部Ａ日程入学試験に  
おいて、「日本史」に下記のような出題ミスがありました。  
なお、同日、『地理歴史・数学』受験者は 1,789 名、「日本史」選択者は 986 名で
す。  
受験生の皆様に大変ご迷惑をおかけしましたことを、深くお詫び申し上げます。 

 
記  

 
「日本史」の問題４の問７において、問７上段の文章で、『種蒔く人』とすべき  
ところを、『種播く人』と誤植していたため、解答が１つに定まらないというミス

が生じた。  
 ＊「日本史」４はそれぞれの下線部の正誤を判定し、［あ・い・う・え］の何れ

かをマークする問題。  
当該問題（配点 2 点／100 点満点）については、「日本史」受験者中［あ］［う］  

 の何れかをマークした者をともに正解とする。  
 
以上  

 
 

【問題文抜粋】  

４次の 1～10 の短文を読んで、それぞれの下線部の正誤を判定し、 (a)(b)とも正し
ければあを、 (a)が正しく (b)が誤りであればいを、 (a)が誤りで (b)が正しければう  
を、 (a)(b)とも誤りであればえをマークせよ（解答用紙Ｂ）。  
７・1921 年に創刊された『種播く人』は、 (a)プロレタリア文学運動の初期を担っ

た雑誌である。            
 ・雑誌『白樺』に参加した柳宗悦は庶民の日用品の美に注目し、 (b)民芸運動を起

こした。  


